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対光瞳孔反応に及ぼすアル

コール飲用の影響

松永勝也，広瀬春次，朝長昌三，平石徳、己

1. はじめに
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エ チJレ・アルコールの中枢作用については，常に脳の機能低下であって促進

ではないと考えられている．しかも高次の機能の低下が先に生起することが注

目されているが，影響を受ける部位，作用のメカエズムについては明らかでは

ない．

Caspers (1956）や小木ら（1960）は脳波を叩定し，アルコールは皮質に抑制

方向にのみ影響を与える，または新皮質系だけに抑制的に作用すると報告して

し、る．

またアルコールを飲むと心拍が速くなることは周知のことであり，これは交

感神経系の興奮によるものと考えられている．

ところで，瞳孔は交感神経系と副交感神経系の桔抗的な支配を受けており，

瞳孔の大きさの変化を測定することによって自律神経活動を知ることができ

る．また瞳孔はアドレナリンなどの体液や皮質の影響も受けることが知られて

いる（Lowensteinら 1962).

このようなことから，瞳孔の運動はアルコールを飲むことによって何らかの

影響を受けることが考えられるが， Bender(1933）の対光反応に関する研究で

は個人やアルコールの量によって様々の結果が示されており，一貫した結論は

出されていない．また各個人の資料を示すのみで統計処理はなされていない．

そこで本論文は，再び瞳孔運動に対するアルコールの影響について調べた結

果について報告するものである．
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2. 方法

被験者；被験者は九州大学文学部心理学教室の学生および大学院生7名（男

6名，女1名）で，年齢範囲は20歳～27歳であった．すべての被験者の対光反

応は正常であった．

筆宣；実験装置のフeロック・ダイアグラムを図1に示す．刺激光の光源は黄

色発光ダイオードで，点燈時の電流は40mAであった．刺激光はピン・ホール

（直径 0.8mm），凸レンズ（口径 20mm，焦点距離 75mm）を組み合わせ，瞳孔

面（虹彩面）で約 1mmの大きさとなるようにして， マックスウェル視となる

ように提示した（図 2）.また刺激光の提示時聞は 1秒，インターパルは20秒と

なるようにデジタル・タイマーを設定した．

瞳孔の大きさは，直径測定方式電子走査型瞳孔計（Matsunaga,1973) を用

.q: ピンムル＼：δ：←イ;-7亨で1
凝視点 刺激 一一一一一一一

図 1 実験装置のプロック・ダイヤグラム

17cm 14cm 

！磁孔 レンズ ピンホール

図 2 マックスウェル視．瞳孔の中心に入る光は虹彩の運動によって

影響されない．
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いて測定した．この瞳孔計の電気出力を加算平均装置（三栄測器，シグナル・

プロセ vサー7T07A）に入力し，刺激光提示の開始時点に同期させ10回の

反応を加算した．その出力は， XYレコーダー（渡辺測器， WV4却めによっ

て記録紙に記録した．

頭部の固定は，被験者各々の歯型（コンパウンドによる）によるパイト・ボ

ードをかませることによって行った．

刺激光が点燈していない期間の固視点は，刺激光と光軸を一致させるように

設置した対光反応を起こさない明るさの赤色発光ダイオードによった．

手つづき；被験者は，アルコールを飲まないで明るい実験室に入り，その後

消燈された暗い実験室で10分間暗順応した後，瞳孔計のバイト・ボードをかん

で頭部を固定した． 刺激光が瞳孔の中心に入り（固視点がみえ）， マ Vタスウ

エル視となるように刺激装置を調節し，さらに瞳孔計を調節して筑酒前の対光

瞳孔反応を測定した. 10回の対光反応を測定した後に被験者はアルコール（ウ

イスキー，アルコール分43%）と炭酸飲料 200c.c.とを混合して， 5分間で飲

み終えるよう教示され実行した．

被験者が飲み終って10分後， 20分後， 30分後， 40分後， 50分後， 60分後の各

々の時点で，前述のように対光瞳孔反応を測定した．

なお，各回の測定において刺激光の位置と瞳孔計の調節は，飲酒前に測定し

た状態のままでほとんど再調節の必要はなかった．・

3，結果

光刺激提示1秒間，インターパル20秒間を10固くりかえし，光刺激提示開始

時を同期させ加算した結果の例を図3に示す．図においてBは飲酒前の対光反

応を加算したものであり， Cは飲酒後20分の時点の対光反応の加算データ， A

は光刺激のマークである．

このような各被験者の各時間の加算平均曲線から，図4に示すように反応潜

時， 1/2縮瞳時間，縮瞳時間， 1/2散瞳時間，刺激に誘発された瞳孔径変化量
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光刺激

飲酒直前

飲酒後20分

5.12 SEC. 

図 3 瞳孔対光反応の1例

光刺激
T1：反応潜時（msec)

百： M縮瞳時間（msec)

T3：縮瞳時間（msec)

T4 :M散瞳時間（rnsec)

R：光刺激による縮瞳量（mm)

V1：縮瞳速度（＝R斤3)

V2: M散瞳速度（＝R/2・T4)

図 4 瞳孔反応の測度

（縮瞳量），縮瞳速度， 1/2散瞳速度の7つについて測定値を分析した．それらの

結果をグラフにしたものを図5～図11に示す．分散分析の結果，これらの7つ

の測度のうち縮瞳量と縮瞳速度の2つのみに，アルコールの有意な影響が見ら

れた．また個体聞にも有意な差があった（表 1,2）.図9で明らかなように，縮

瞳量は欽酒後20分の時点で最大であった．また t検定の結果，飲酒前の反応に

比較して，飲酒後20分の時点の縮瞳速度は大きいという傾向を示した（p(0.1,

図1).
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図 5 反応潜持の経時的変化
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図 7 縮瞳時間の経時的変化
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図 8 M散瞳時間の経時的変化
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図 9 縮瞳量の経時的変化
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図 10 縮瞳速度の経時的変化
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図 11 M散撞速度の経時的変化

表 1 縮瞳量の分散分析

変動因｜平方和｜自由度｜平均平方｜

理 I .932 I 6 I I 
体 I4.508 I 6 I I 
差 I2.055 I 36 I I 
体 I1.495 I 必｜｜

F 

2.719車

13.175ホ＊
処

個

残

金

叩く.05柿 P<.01

表 2 縮瞳速度の分散分析

変動因｜平方和｜自由度｜平均平方｜ F 

処 理 3.415 6 

個 体 8.816 6 1. 469 12. 774・＊

残 差 4.135 36 .115 

全 体 16.366 48 

紳 P<,Ol
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4，考察

光に対する瞳孔反応の7つの測度（反応潜時， 1/2縮瞳時間，縮臨時間， 1/2

散瞳時間，縮瞳量，縮瞳速度， 1/2散瞳速度）の中で， 70cふのウイスキー（ア

ルコール分43%）の飲用によって，縮瞳速度と縮瞳量の2つのみが一定の傾向

を示した．すなわち，これら 2つの測度はいずれも飲酒後20分の時点で最大と

なった．

この縮瞳速度と縮瞳量が飲酒後20分の時点で最大となるという本実験の結果

は，浅井（1966）の研究とは全く逆の結果である．

一般に酒を飲むと注意や判断力がやや低下し，連想が速やかになり駄酒落を

とばし痕労感が減じ感情発揚を伴うといわれている．小木ら（1960）によれば，

小量のアルコールは大脳新皮質だけに抑制的に作用するという．

対光反応の際に作動する括約筋は， E.W.核より発する副交感神経線維を含

む動眼神経の支配を受けている.E.W.核にインパルスを送る核上機構につい

てはまだ不明な点が多いが，大脳皮質もインパルスを送ると考えられている．

このようなことから， E.W.核に抑制的にインパルスを送っている皮質が，ア

ルコールの作用によって抑制されるなら， E.W.核への抑制が小さくなり，そ

のため，縮瞳量，縮瞳速度が増大したものと考えられる．これは我々の結果と

一致するものである．

さらにアルコールの飲量を増大させると，アルコールの影響が脳の深部にお

よび，今度は光に対する瞳孔の活動性は低下するものと考えられる．

これらのことから，飲酒量と瞳孔の関係については，血中のアルコール濃度

が測定されうるような厳密な実験が望まれる．
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